
第７代
第16普通科連隊
兼　大村駐屯地
最先任上級曹長

准陸尉 德永　博志

大村駐屯地QR

令和６年度師団迫撃砲競技会 Ｗ優勝！
【16普連　第１中隊・重迫中隊】

着任　部隊長

着
任

中
隊
長

第16普通科連隊 兼 大村駐屯地
最先任上級曹長交代

　
大
村
駐
屯
地
は
、令
和

６
年
８
月
１
日（
木
）第

16
普
通
科
連
隊
兼
大
村

駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹

長
の
交
代
式
を
行
っ
た
。

　
第
16
普
通
科
連
隊
長

兼
大
村
駐
屯
地
司
令（
１

等
陸
佐
　
土
肥
崇
紀
）か

ら
離
任
す
る
最
先
任
上

級
曹
長
　
桑
原
准
尉
の

紹
介
後
、新
た
に
着
任
す

る
最
先
任
上
級
曹
長
　

德
永
准
尉
が
紹
介
さ
れ
、

徽
章
が
授
与
さ
れ
た
。

　
第
16
普
通
科
連
隊（
連
隊
長
　
１
等
陸
佐
　
土
肥
崇
紀
）は
、令
和
６
年
９
月
10

日（
火
）か
ら
９
月
12
日（
木
）ま
で
の
間
、日
出
生
台
演
習
場
で
行
わ
れ
た
令
和
６

年
度
師
団
迫
撃
砲
競
技
会
に
参
加
し
た
。

　
本
競
技
会
は
、迫
撃
砲
射
撃
の
練
度
及
び
任
務
遂
行
能
力
を
向
上
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
、第
４
師
団
の
各
連
隊
等
か
ら
選
抜
さ
れ
た
精
鋭
が
日
頃
の

成
果
を
発
揮
し
た
。

81
㎜
迫
撃
砲
の
代
表
に
つ
い
て
は
、連
隊
が
令
和
６
年
６
月
26
日（
水
）に
行
っ

た
連
隊
迫
撃
砲
競
技
会
で
優
勝
し
た
第
１
中
隊
か
ら
、１
２
０
㎜
迫
撃
砲
に
つ
い

て
は
、重
迫
撃
砲
中
隊
の
そ
れ
ぞ
れ
の
精
鋭
か
ら
選
出
し
た
。選
抜
さ
れ
た
隊
員
た

ち
は
、緊
迫
し
た
戦
い
の
中
で
日
々
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
い
合
い
、白
熱
し
た
戦
い

を
繰
り
広
げ
、81
㎜
迫
撃
砲
、１
２
０
㎜
迫
撃
砲
競
技
と
も
に
第
16
普
通
科
連
隊

が
優
勝
し
た
。重
迫
撃
砲
中
隊
は
師
団
競
技
会
に
お
い
て
３
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

　
本
競
技
会
を
通
じ
て
、各
隊
員
は
正
確
・
迅
速
な
火
力
発
揮
に
必
要
な
基
本
基

礎
及
び
隊
員
の
相
互
連
携
要
領
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、本
競
技
会
で
得
た
教
訓

事
項
を
糧
に
、更
な
る
部
隊
の
精
強
化
を
目
指
し
て
邁
進
す
る
。
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要
望
事
項

「
一
所
懸
命
」

「
和
」

第４施設大隊
第１中隊長

１等陸尉  南　由里子

統
率
方
針
「
協
同
連
携
」

要
望
事
項
「
役
割
を
果
た
せ
」

統
率
方
針
「
率
先
躬
行
」

要
望
事
項
「
支
え
あ
い
」

第16普通科連隊　
第２中隊長

1等陸尉尉  川根　隆志

第
４
後
方
支
援
連
隊

第
２
整
備
大
隊

第
１
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

  

中
隊
長

  

１
等
陸
尉  

村
端
　
慮
二

琴
の

海
（発　　刊）
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